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軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
の
継
続
等
を
求
め
る
意
見
書 

  

砕
石
業
界
は
、
国
土
建
設
の
礎
と
し
て
道
路
、
河
川
、
建
物
等
の
社
会
資
本
の
整
備
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
き
て
お
り
、土
木
建
築
用
の
基
礎
資
材
で
あ
る
砂
利
や
砕
石
が
低
価
格
で
安
定
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、 

我
が
国
の
経
済
を
支
え
る
建
設
業
の
産
業
連
関
が
保
た
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
砕
石
業
界
に
お
い
て
は
、
公
共
工
事
の
低
迷
等
に
よ
る
需
要
の
激
減
や
製
品
価
格
の
低

迷
、
材
料
価
格
の
高
騰
、
電
気
料
金
の
上
昇
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増
な
ど
、
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
が
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
が
、
鉱
物
の
掘
採
事
業
で
使
用
す
る
機
械
の
動
力
源
の
用
途
と
し
て
対
象
と
な
っ
て
い
る
課
税
免

除
措
置
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
発
生
す
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
を
製
品
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難

で
あ
る
た
め
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
な
中
小
企
業
が
大
半
を
占
め
る
砕
石
業
者
の
経
営
に
与
え
る
影
響
は
甚
大

な
も
の
と
な
る
。 

ま
た
、
砕
石
業
者
が
使
用
す
る
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
や
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
等
の
建
設
機
械
は
、
運
輸
業
等
と
異
な

り
他
の
輸
送
手
段
や
動
力
源
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
砕
石
業
者
に
信
用
不
安
が
発
生
す
る
な

ど
に
よ
り
砂
利
や
砕
石
の
安
定
供
給
が
滞
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
社
会
資
本
の
整
備
に
も
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。 

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
砕
石
業
界
が
社
会
資
本
の
整
備
に
必
要
な
骨
材
等

の
安
定
供
給
と
い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
に
期
限
が
到
来
す

る
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
を
期
間
延
長
又
は
恒
久
化
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

令
和
五
年
十
月
四
日 
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